
10.10.10.10.21212121水

講演➀

主催 社会福祉法人　全国社会福祉協議会

会場

　　　「縮小から縮充へ」
　　　　　　ー人口減少時代の住民参加とまちづくりー

株式会社studio-L 代表/関西学院大学建築学部 教授　山崎　亮　氏

実践報告

申込

(水)
まで

9/30

講演➁

参加費 円/1名15,000

会場
定員 名名名名180180180180

人口減少社会における
豊かな地域社会の実現

令和8年度福祉ビジョン21世紀セミナー

少子高齢化・人口減少が一層進展するなか、
多様な地域生活課題を有し

既存の制度では受けとめられない人の存在や、
度重なる自然災害による被災地域のコミュニティの

喪失などの状況も生じています。
地域共生社会の実現に向けて、

地域に生きる一人ひとりが尊重され、誰も取り残されることなく、
その生きる力や可能性を最大限に発揮できる地域づくりが

福祉関係者には期待されています。

全社協・灘尾ホール/オンライン
〒100-8980 東京都千代田区霞が関3-3-2
新霞が関ビルLB階
※ライブ配信のアーカイブ(後日)配信はありません

AIが医療の中心となる世界で、私たちはどう生きるのか
東京科学大学 医療・創薬イノベーション教育開発機構
                                                               特任教授　奥　真也　氏

「地域共生社会の実現」に向けた幅広い関係者による地域づくり

近著『コミュニティデザインの源流(太田出版)』『縮充する日本(PHP新書)』『ケアするまちのデザイン(医学書院)』他

近著『医療未来学者の父が医師になる娘へ語るこれからの医の世界(講談社)』
　　『AIに看取られる日 2035年の「医療と介護」(朝日新書)』他



プログラム

9:50 開会

10:00~11:00
講演➀　「縮小から縮充へ」ー人口減少時代の住民参加とまちづくりー

株式会社studio-L 代表/関西学院大学建築学部　教授　山崎　亮　氏

11:15~14:25
※途中休憩あり

実践報告　「地域共生社会の実現」に向けた幅広い関係者による地域づくり
　　

　　　　　　　　コーディネーター
　　　　　　　　　 　淑徳大学コミュニティ政策学部　教授　芹澤　高斉　氏

14:40~15:40
講演➁　AIが医療の中心となる世界で、私たちはどう生きるのか

東京科学大学　医療・創薬イノベーション教育開発機構　特任教授　奥　真也　氏

セミナーの内容等

申込方法

個人情報の取扱い

参加対象

参加申込・参加費

ライブ配信

　申込サイト（https://www.mwt-mice.com/events/fukushi261021）よりご登録ください。
　※手話通訳をご希望の方は、申込の際にご登録をお願いします。
　開催の1週間前を目途に会場参加の方には「参加券のご案内」、
　オンライン参加の方には「ライブ配信のご案内」をメールでお送りします。

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 政策企画部（相澤、山本）
☎03-3581-7889　　z-seisaku@shakyo.or.jp

「全社協 福祉ビジョン2025」がめざす「ともに生きる豊かな地域社会」の実現に向けて、
福祉関係者が地域で活動する幅広で多様な主体と連携・協働し、
地域住民とともに地域づくりを進めていくための取組を展望します。

名鉄観光サービス株式会社 MICEセンター　（受付時間：平日10:00～17:00）
※お問い合わせは申込サイトの「お問い合わせ」フォームからお願いいたします。

株式会社イサオスタジオ（知名、佐藤）☎03-6206-9412（受付時間：平日10:00～18:00）

申込締切：令和8年9月30日(水)

個人情報は本会「個人情報の保護に関する方針（https://www.shakyo.or.jp/kojin.html）」に基づき
適切に取り扱い、セミナーに係る企画、参加者名簿の作成等にのみ使用いたします。


① 社会福祉法人・社会福祉施設　　② 都道府県・指定都市・市区町村社会福祉協議会　
 ③ 社会福祉関係団体、民生委員・児童委員、学識経験者
　　④
都道府県・指定都市・市区町村行政　等

*ふくし未来塾...全社協・中央福祉学院が実施する人材育成プログラム。令和8年度現在、第6期を実施中。

＊お問い合わせ先＊

地域住民が支え合い
      「地域でできることは、地域で」行う
   ～全国に先駆けた地域自主組織の実践

島根県雲南市政策企画部　
　地域振興課地域振興グループ　
                                 主幹　大谷　吾郎　氏

身寄りを頼ることができない方を支える
                                       多機関協働の支援

豊田市社会福祉協議会くらし応援課
                          　副課長　大地　裕介　氏

すべての市民が孤立することなく、
                   誰も一人にさせないまちの実現
 ～新たな時代の相談業務に向けた実証実験

横須賀市経営企画部
　デジタル・ガバメント推進室　
                           担当部長　太田　耕平　氏

地域の課題を地域の“資源”に、
                                 地域を「楽しく」創る

社会福祉法人みなと舎　副理事長
重症心身障害児者施設　施設長/病院長/医師
 　　　　　　　　　　　　水口　浩一　氏
　　　　　　　　　　【ふくし未来塾*　第3期生】

ビジョン2025

https://www.mwt-mice.com/events/fukushi261021
https://www.shakyo.or.jp/kojin.html
https://www.shakyo.or.jp/kojin.html
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